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開講日 議 自市 ア 一
10月17日 教育学部教授 上杉 孝 1'f 生涯学習を考える 一理念 ・政策 ・実態一
10月24日 医学部教授 柴崎 r告 脳のはたらきと生涯学習
10月31日 工学部教授 上林~爾 彦 高度情報化社会と生涯教育
1月 7日 農学部教授 矢 j事 進 生涯学習と園芸
1994. 9. 15 
てF
1月14日 文学部助教授 岩城見 一 「芸術」概念の成立と「生涯学留」における美的教養の意義
，疋~ 貝 120名
受 講料 6,000円 （全講義を通しての受講料です。）
水曜講義
開講日 議 日市 ア 7 
10月19日 教育学部教授 務藤久美子 愛着の臨床心理学
10月26日 農 学 部教 授 伏木 亨 美味しい食べ物の科学
11月 2口 法学研究科教J受 大獄 秀 夫 自由主義的改革と社民リベラル路線
1 1月 9日 工 学 部教授 小久保 正 傷ついた悲を折ることなく 一体を支えるセラミックスー































O申込み ・問合せ先 庶務部研究協力謀研究協力掛 （内線2041)
講義日程 共通テーマ ーながれ一
開 講 日 ア ．マ 講 自市
開講のあいさつ 総 長 井村裕夫
第1日
10月22日 （土） 血液の健やかなながれを保つために 医学部教授 篠山重威
13. 00-16: 40 
おカネのながれ 経済学部教授 古川 顛
第2日 時のながれ，歴史のながれ 文学部教綬 大山喬平
10月29日 （土） 黒潮のながれ13 : 00～16 : 30 ーその水はどこから来て，どこへ行くかー 理学部教授 今里 f 久
ゴールドファシュと人 ・物部 ・情ば報あのながれ 総合人間学部教授 山田 誠19世紀末 ・カナダ北の いー
第3日 災害をもたらすながれ11月5日 （土） 防災研究所教綬 高橋 ｛来
13: 00-16: 40 一洪水流 ・土石流・火砕流





入 館 者 数
期 間 展 刀Z の 名 称、
敬 ：ι山子 生 職 民 特別観覧 言十
扉 風 絵 展 人 人 人 人 人





























































































































































































































































































































学部男子学生 11, 0771"1 大学院修士課程学生 2,608名









項 目 標本数 回収数 回収率（%）
1 2 年 次 男 子 511 291 56.9 
学 部 3 年 次 以 上 男 子 595 420 70.6 
全 モ，いFん Sに 子 168 117 69.6 
学 部 企cl" 計 1,274 828 65.0 
文科系 100 77 77.0 
修 士 謀 程
理科系 553 500 90.4 
大学院
文科系 74 54 73.0 
博士（後期）課程
理科系 331 255 77.0 
大 学 院 合 言十 1,058 886 83.7 
学 部 大 弓同二． 院 総 計 2,332 1, 714 73.5 
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京大広報 1994. 9. 15 
3 調査結果の要約
主 な 事 項 学部学生 大学院学生
所家在庭地の
京 都 府 下 10.0% 15.9% 
近畿地方（京都府下を含む） 57.3% 52.7% 
家 庭
家計支持者の職業が俸給生活者 77.0% 65.5% 
家庭 の全年収（平均値） 11, 107 ,989円 9,994,704円
過去半年間にアルバイ トをした者 77 .6% 69.1% 
ア JレノTイト 使 衣食住，勉学費に使用した者 41.3% 71.8% 
途 上記以外に使用した者 57 .6% 26.0% 
奨 学 金 ~ 給 し て 1，、 る 者 23.1% 55.8% 
通 竺主Tゐ－ 
従 歩 の み 11.9% 21.2% 
自 転 E存 46.2% 37.0% 
住 居
自 宅 通 ザ，，ー． 者 27.8% 22.5% 
京 者日 市 内 居 住 者 77.1% 87.1% 
勉 ザ旦ιー
授 業 研 究 時 間 4.1時間 7.2時間
自 習 時 間 1.8時間 1.6時間
課外サークル 加 入 し て し、 る 76.1% 35.2% 
家 庭 か ら（平均値） 97,800円 57,400円
収（自宅入外通月学者額） アルバイト・奨学金（平均値） 43,700円 88,800円
収入金額合計（平均値） 144,100円 153,400円
部 屋 代（平均値） 46,400円 38,300円
支（自宅出外通月学者額） 
食 費（平均値） 44,400円 43,100円
勉 学費 ・瞥籍費 合計（平均値） 8,700円 13,000円





















































































































































































































































































































工 農 医 言十
1910年代 0(0) 0(0) 1 (0) 
20年代 3(1) 1(0) 0(0) 4 
30年代 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 
40年代 3 (1) 0 (0) 0 (0) 3 
50年代 0 (0) 0 (0) 8 (0) 8 
60年代 9 (5) 0 (0) 3 (0) 12 
70年代 2(2) 0(0) 0(0) 2 
80年代 3(3) 1(1) 1(0) 5 

























1960年代 。。。 1 
70年代 。。。 1 
80年代 4 。4 3 11 














A B c 言十
工 9 12 1 32 
E是 1 2 4 
医 13 。 14 















； 平成6年度文学部博物館秋季企画展の開催 ； 




＋期間 9月27日（火）ー 11月5日 （土）
4開館時間 火曜日～土曜日 9 : 30-16 : 30 : 
+ （入館は閉館30分前まで， H・月 ・祝日は休館）
＋ 場 所 博物館企阿・ 総合民示雫 （1 F・2F) 
＋ j展示内容 ＋ 
＋ 企画展「尊棲派の群像」 ＋ 
！ 明治維新や幕末の志士に関心のある人なら，古田松f~O)jl可像や長州藩の奇兵隊日記． あるい ！ 
＋ は「尊援」と大書した大原重役：の遺唱などを， 一度は見たという経験があ．るのではないだろう + 
＋ か。
； これらは京都大学附属図書館の「尊接堂」史料として，保管し閲覧に供されているものであ ！ 
？ る。尊嬢堂とは，明治20年 (1887）に，宮中顧問官，のち内務大臣となった品川弥二郎が，京 f
+ 都の別荘に設立したものである。ここには長州務を中心とした維新の志士たちの遺墨が収めら ； 
t れ，毎年祭典が行われた。
↓ 時金史料は，品川が生前精力的に史料の蒐集につとめたものであり，品川が亡くなった翌！
＋ 年の明治34年 （1901）に京都大学に移管されることになった。また，その後詰方に住む志士の ＋ 
； 遺族からも，峨堂に収め祭られることを希って 遺墨等がょせられた。 ； 
＋ こうして形成された尊嬢笠史料には吉田松陰 ・桂小五郎，久坂支瑞 ・高杉晋作ら長州存在の ＋ 
！ リーダーをはじめ，兵木和泉 ・平野国臣ら尊嬢激派の巨頭から，中央政局では無名に近い尊媛 1
+ 派の志士にいたるまで，実に多彩な群像の遺墨が見られる。 ＋ 
t 今回の展示には，この「車操堂」史料の主要なものが出品される。これまでほとんど外部に t 
+ 出されなかった短冊や手紙を貼った阿武も展示されるので，おもわぬ発見も期待されるであろ ； 
4 ぅ。 4
+ なお， 11皆総合展示京では考古常設展示「日本古代文化の展開と東アジア」を行っていま + 
＋ す ＋
併部）；
!..._ ...............................・.，＿.＿. ・..，＿..，・..，＿，.・..，＿..，＿.... . ・............................._.! 
833 













































































(1994年 6月 1日～ 8月31日）
6月7円評議会 8日 人文科学研究所夏期公開講座「コミュニケー
’， 大学院審議会 ションにドラマをみる」（ 9日まで）
8日 新入留学生歓迎パーティー 12日 臨時評議会
9日 総長，職員組合との交渉にI¥ff!~ ’， 平成6年度京都大学技術職只研修（第12回）
15日 国際交流委員会 (14日まで）
， 国際交流会館委員会 13日 国際交流会館委員会
’〉 同和問題委員会 15日 環.l>保全委以会
16日 創立記念行事（音楽会） 18日 て学部公開講庖「人類の持続的発展と工学」
17日 創立97周年記念式典 （以後， 20B, 22日， 25B, 27口.29日）
’， 名誉教綬懇談会 ペシ 農学者I公開講座「農業簿記 ・農業経営講判
21日評議会 会」（23日まで）
22口 安全委員会 25日 理学部公開講極「現代数学展望」（29日まで）
25日 医療技術短期大学部健康科学公開講嵯「スト 27日 附属閃笹館商議会
レスをめぐって」（以後， 7月2日， 9日， 8月8口 数理解析研究所公開講雌「数学入門」
16日） (12日まで）
27日 防火委員会 23口 防災研究所公開講担任「防災科学の最先端」
7月1日一11日 (24日まで）
総長，高等教育及び学術交流に関する調査等 25日 終学部附属演習林公開i排出「森のしくみと働
のためギリシャ共和国，ハンガリー共和国， き一芦生i9習林への招待一」（27日まで）
述合王国を訪問 ’， 霊長知研究所公開講座「霊長頬の進イヒ」
(26日まで）
理学部・植物園
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